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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　８月　２６日　（木）
司会者　三浦　雪枝　　　記録　田ノ上　愛子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・第２回法人研修の出欠表の確認を各自行って下さい。
又、昨日出席出来なかったスタッフは、8／27（金）17:15～　病院2階会議室でビデオ研修を行いますので、出席して下さい。
・9／17（金）13時～15時の間で、被災訓練があります。雨天時は、8／24（金）に変更です。

　9／9（木）10時～プログラムの時間を利用し、防災のビデオ鑑賞があります。

　9／30（木）14:30～緊急連絡網を実際に行う予定です。

　企画書を出しておいたので、各自目を通しておいて下さい。

・介護訓練室にあるオムツの在庫が少なくなってきました。なくなり次第、発注をかけて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・和田　敦子様～本日、日赤病院受診の為、家族付き添いにて外出されています。次回受診予定は、9／16（木）9:30～の予約です。御家族は、9時過ぎに来院される予定です。頼んでいた、シャンプーは、明日持ってくるそうです。

・板垣　富蔵様～耳だれあり本人から疼痛の訴え聞かれ、クラビット(500)1T 1×夕食後／3T が昨日より処方となっています。

・木ノ下　ツヨ様～昨日、日赤病院眼科受診されています。次回受診は、10／29（金）

　　　　　　　　　9時～13時の予定です。昼食はとっておいて下さい。

・瀬川　はな様～昨日腰痛の訴えあり、本日レントゲンとっています。

　　　　　　　　特に異常所見はなく、アスモロールで対応し様子みて下さい。

・村田　タカ様～介護保険証持参され、コピーしファイルに入れてあります。

（要介護度４）

　　　　　　　　今後の事について確認した所、まだ本人の様子をみたいとの事で、施設申し込みなど渋っていました。PSWの山田さんに情報提供した所、今度家族が面会に来た時は呼んで下さいとの事でしたので、対応お願いします。

・川守田　惇様～9／1（水）16時～、担当ケアマネが本人を見に来るとの事です。SWも入り施設申し込み（現在：孔明荘のみの申し込み）させたいとの事です。Drも入れたら入るとの事でしたので、連絡してみて下さい。

・小笠原　芳郎様～本日で歯科終了しています。

・長根　矢一様～背部に湿疹が見られています。主治医へ報告しテラコートリルで様子観察の指示あります。こまめに入浴・清拭を行っていきましょう。

・玉井　クニ子様～右足くるぶし部分の処置を１日２回継続して行っています。現在も浸出液少量見られています。右足を下にして休んでいる事多い為、クッションなど利用して圧迫しないようにしていきましょう。

＜CDユニットのおしぼりについて＞

・現在、おしぼりを洗濯後１回も干すことなく、常にぬれた状態で保管しておりおしぼりが臭くなっています。１回でも干し清潔なおしぼりを患者様に使って頂きたいと思います。

今後は、遅番Cでエプロンを干す時に、おしぼりも干し乾いた時点（準夜か深夜）で畳むようにしていきたいと思います。本日より実施していきましょう。

排泄について

１、排泄介助の目標と留意事項

１）排泄の意義

・健康の維持

・人が人らしく日常生活を送るうえでの生命維持

２）排泄介助の目標

・残存機能を生かして、出来るだけ自分自身で排泄することを促し、出来ない部分の介助。

・出来るだけ自力でトイレで排泄出来るような環境や用具の工夫。

・プライバシーを尊重する姿勢をしっかりもつことと、プライバシーを守るための環境を整える。

・不安や苦痛を軽減し、相手の心理を理解する。

・安全と安楽を考慮し、苦痛・疲労・不安を少なくする。

３）排泄介助の留意事項

①介助面

・本人の意思を尊重し、羞恥心に配慮する。（相手の心理を理解する努力）

・精神的負担を軽くする（失敗しても怒ったり、愚痴ったり、気兼ねをさせない）

・プライバシーの確保と無駄な露出を防ぐ。

・全身状態及び皮膚の観察を擦る（発赤・浮腫・圧痛・腫脹・硬結・褥瘡など）

・自立に向けて個々に合った排泄方法で援助する。

・介護者は手指を清潔にし、手を温める。

・1人1人ディスポ手袋を取り替える

②身体面

・感染症を起こさないよう注意する。

・清潔の保持（後始末を十分に行う）

・排泄物の観察をする（色・臭・混入物など）

③環境面

・その人に合った器具・衣類を選び工夫する。

・安全・安楽・換気・照明・室温・防臭などの環境整備。

・安易にオムツに頼らず、その人の動作を助けるような人的・物的な環境整備。

④社会面

・行動範囲が限られ、人間関係が狭くなりがち。

















































